
2019年度　筑波大学　前期理系　第３問
問題 四面体 OABC について，OA = OB = OC および ÎAOB = ÎBOC = ÎCOA が成り立つとする。

0< s< 1，0< t< 1を満たす実数 s，tに対し，辺 OAを s : 1¡ sに内分する点を Dとし，辺 OBを t : 1¡ tに
内分する点を Eとする。¡!AF = ¡!BG = ¡!OCとなる点 F，Gをとり，線分 EFと線分 DGが 1点で交わるとし，その
交点を Pとする。¡!OA = ¡!a，¡!OB = ¡!b ，¡!OC = ¡!c ，ÎAOB = µとするとき，以下の問いに答えよ。

(1) t = sであることを示し，¡!OPを s，¡!a，¡!b ，¡!c を用いて表せ。

(2)
¡!
EF ?

¡!
DGであるとき，cosµを sを用いて表せ。

(3)
¡!
EF ?

¡!
DGかつ

B

3OP = OAであるとき，sの値を求めよ。
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